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近年、炎症刺激に応じて、脂質の取込みや細胞内での脂質合成、脂肪酸酸化
のバランスが大きく変化し、結果として細胞内脂質の量や質がダイナミックに変容す
ることが明らかになってきた。このような脂質代謝リプログラミングは、炎症応答に必
要なエネルギーを獲得し、抗炎症や炎症収束をもたらす一方、異常な脂質代謝
は免疫細胞の機能破綻を招き、慢性炎症性疾患の発症や進展につながる。
我々はこれまでに、免疫細胞内の脂質代謝リプログラミングが細胞膜の脂質組成
および流動性を変容させることにより炎症や自己免疫応答を制御することを報告し
てきた。本セミナーでは、内因的・外因的に細胞内脂肪酸代謝を制御したときの
免疫細胞機能と慢性炎症性病態について、我々の研究成果を紹介したい。
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